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【ナノテクノロジー・材料科学技術関連】：施策名 未来社会を見据えた先端基盤技術の強化

今年度審議する研究開発課題

研究開発計画：
大目標

ICTを最大限に活用し、サイバー空間とフィジカル空間（現実世界）とを融合させた取組により、人々に豊かさをもたらす「超スマート社会」を未来社会の姿として共有し、
その実現に向けた一連の取組を更に深化させつつ「Society 5.0」として強力に推進し、世界に先駆けて超スマート社会を実現していく。このため、国は、超スマート社会
サービスプラットフォームの構築に必要となる基盤技術及び個別システムにおいて新たな価値創出のコアとなり現実世界で機能する基盤技術について強化を図る。
大目標達成のために必要な中目標

ナノテクノロジー・材料科学技術分野は我が国が高い競争力を有する分野であるとともに、広範で多様な研究領域・応用分野を支える基盤であり、その横串的な性格
から、異分野融合・技術融合により不連続なイノベーションをもたらす鍵として広範な社会的課題の解決に資するとともに、未来の社会における新たな価値創出のコアと
なる基盤技術である。また、革新的な技術の実現や新たな科学の創出に向けては、社会実装に向けた開発と基礎研究が相互に刺激し合いスパイラル的に研究開発を
進めることが重要である。

これらを踏まえ、望ましい未来社会の実現に向けた中長期的視点での研究開発の推進や社会ニーズを踏まえた技術シーズの展開、最先端の研究基盤の整備等に取
り組むことにより、本分野の強化を図り、革新的な材料を創出する。

前

前

後

元素戦略プロジェクト（研究拠点形成型）

我が国の産業競争力強化に不可欠である希少元素
の革新的な代替材料を開発するため、共同研究組
織の密接な連携・共働の下、物質中の元素機能の
理論解明・解析・特性評価を一体的に実施する。

ナノテクノロジープラットフォーム
ナノテクノロジーに関する最先端の研究設備とその
活用のノウハウを有する機関が協力して、技術領
域に応じた全国的な設備の共用体制を構築すると
ともに、産学官連携や異分野融合を推進する。

ナノテクノロ
ジー・材料科
学技術を支
える基盤の
強化・活用

データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクト
10年先の社会像・産業像（カーボンニュートラルの実現、Society5.0の実現、SDGsの達成、資源・環境制約の克服、強靭
な社会・産業の構築）の実現に重要な役割を果たす革新的な機能を有するマテリアルを効率的に創出することを目的とし
、従来の試行錯誤型研究にデータ駆動型研究を取り入れた次世代の共同研究組織を形成し、研究開発を実施する。

後

本分野として大きな貢献
が見込まれる資源の安定
的な確保と循環的な利用
等の課題を中心に、その
解決に資する必要な取組
を推進。

また、未解決課題や新た
な課題等、応用先の開拓
にも取り組む。

中 中

未来社会に
おける新た
な価値創出
に向けた研
究開発の推
進

広範な社会
的課題の解
決に資する
研究開発の
推進

共用の活動を通じて、我
が国のナノテクノロジー・
材料研究の研究開発投
資の効率化と成果最大
化に資する。

「超スマート社会」を実現
するために必要となる機
能性材料・構造材料の新
たな研究手法の開発等を
推進。

また、新たな技術領域・
未来社会を切り拓く挑戦
的な基礎・基盤的な研究
開発も推進。

後中中

材料の社会実装に向けたプロセスサイエンス構築事業
死蔵させずにマテリアルを社会実装するために、産学官が連携した体制を構築し、マテリアル
を作り上げる工程で生じる諸現象の解明、制御技術の創出、プロセスの設計を一気通貫で取り
組み、プロセスサイエンスの構築を目指す。

後

マテリアル先端リサーチインフラ
我が国全体で高品質なマテリアルデータが持続的かつ効果的に創出・利活用されるマテリアルDXプラットフォーム構想
を実現するため、重要技術領域ごとに強みを持つ先端設備群を有するハブと特徴的な装置・技術を持つスポークからな
るハブ＆スポークの体制を構築し、最先端設備の共用及びデータ収集・蓄積・構造化を実施する。

中 中 後
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